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	格は、落ちない
	格は、守るものではない。 その場の重力として、すでに働いている。
	格とは、評価でも肩書きでもない。
	その場の関係と流れを、 どの位置から成立させていたかという 「構造の位置」である。
	格は、勝った側に付くものではない。 主導権を握ったかどうかでもない。
	声量、正論、論破、影響力。 それらは場の表層を動かすが、格を規定しない。
	相手を沈めて成立した優位は、 構造としては軽い。
	中央では、 強さと格は切り分けて見られる。
	格は、場をどう成立させたかに残る。
	何を選び、どこで止まり、 何を引き受け、何を動かさなかったか。
	その判断の配置が、 場の重心を決める。
	場を壊さず、関係を切らず、 それでいて自分の位置をずらさない。
	そのとき、 人ではなく「位置」が主役になる。
	人は、ときに飲み込む。 だが、それは後退ではない。
	場を成立させるための選択と、 自分の位置を保持することは、同時に起こる。
	格は、争いの中で決まらない。 争いの外に、どのまま立っていたかで決まる。
	だからこそ、 何も言わなかった側に、重さが残ることがある。
	格は、結果ではなく、軌道に残る。
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